

































(66年)にはじまり, 『自由貿易帝国主義』 (78年)を-て, 『イギリ
ス福祉国家の研究』 (90年) -といたる先生の研究経歴を見ても明ら
かです｡もちろんそれは,たんなる研究対象の平行移動ではありませ
ん｡それは,認識主体としての問題意識の深まりが,先生ご自身に促
した脱皮であり,それをつうじて新たな認識の高みへと昇ろうとする
飛躍でした｡先生はそうした脱皮と飛躍を繰りかえすことで,たんな
る実証史家にはとどまりえなかったのです｡しかも先生は,ごく最近
にいたっても,アマルティア･センの研究に手を染められ,いま一段
の脱皮をはかられようとしているかに見受けられます｡
毛利先生は,先行諸研究を十分に消化･吸収され,その批判をつう
じて自説を展開するのを常としていました｡そのオーソドックスな研
究手法は,おのずと先生の学問に重厚さと深みとを与えていたように
思います｡このせわしなく,変化の激しい時代にあって,研究対象に
沈潜し,鋭い問題提起のもとに重厚な学問を展開された先生は,よき
アカデミズムの伝統を体現されていたのではないでしょうか｡そうい
う先生は,俗受けをねらった軽妙さ,器用さ,小賢しさとは無縁で,
あえていえば剛直であり,また無骨でさえありました｡私たち経済学
部のスタッフは,そういう先生を同僚に持ち得たことを,よろこびと
し,また誇りとしています｡
毛利先生は,自他共に認めるアングロマニアです｡そういう先生が,
イギリスのカントリー･サイドをドライブされた時の様子を,興奮気
味に,そしていかにも楽しそうに,何回も繰りかえして話されるのを
聞いて,私は本物のアングロマニアを見る思いでした｡また先生は,
将棋の愛好家でもあります｡旧友の松浦利明先生と昔話をかわされな
がら,しかし真剣に将棋を指されていた先生を,私はつい昨日のこと
のように思い起こします｡
毛利先生は,ご定年により本学を去られますが,これは先生にとっ
て,新たな生活のはじまりであり,十分な時間をえて,さらなる脱皮
をとげる絶好の機会でもあります｡私たちは,そのことを率直によろ
こび,また先生が無事に定年をむかえられ,古希の齢をかさねられた
ことを祝さねばなりません｡毛利先生,どうか今後も健康に十分配慮
され,その学問によって,われわれ後輩をひきつづき鼓舞されますよ
うに｡
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